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 当該の組合員は、入社当時の駅でイジメにあい、心神状態を大きく崩し、当時の保健師や産業医か

らの「駅という環境・働き方が原因」「解決のためには環境・働き方を変えなくては」との指導の

下、豊田運区の車掌として勤務し、心神状態は回復へと向かいました。なお、運輸区では「駅での心

身不調」や「持病」また「通院」していることも産業医と相談し、自己申告書にも記載し、面談でも

報告していました。 

 

 当該組合員は泣きながら地本事務所を訪れ、持病、駅時代の環境・働き方、車掌のプライド、区長

や副区長からの暴言など思い出しても辛くなる話がされました。 

 そして最後に、組合員は言いました。「組合を抜けたら、異動はとまりますか？「やめた方がいいで

すか？」「・・・でも組合をやめて異動がなくなるのは、私の中にある『正義』ではない」駅時代に心

身を壊され、家庭関係も壊れた。会社にいることすら壊されるのか、存在（生命）を壊すしかないの

か」という悲痛な叫びを聞いて八王子地本は絶対に引かずに闘う！と決めました！ 

八王子地本は絶対に引かずに闘う！ 


